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13．経過観察中のモヤモヤ病における1231－IMPおよび

　　99mTc－HM－PAO　SPECTの有用性
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　モヤモヤ病7例について，1231－IMP　SPECTを施行す

るとともに，持続動脈採血法による局所脳血流量（rCBF）

を求めた．また，2症例については99mTc－HM－PAO

SPECTも施行した．小脳に対する大脳半球各部のRI

集積比はLO以下の低値を示し，　RI集積比はモヤモヤ

病の血行動態の評価や術後の経過観察に用い得る可能性

が示された．持続動脈採血法を用いた1231－IMP　SPECT

によるrCBFの値も本症の経過観察の指標として用い得

る可能性が示された，1231－IMPおよび99mTc－HM－PAO

SPECTの比較検討から，モヤモヤ病においても1231－

IMPの方が血流低下をより鋭敏に反映することが示さ

れた．

14．頭部専用SPECT装置HEADTOME　SET・050の
　　基本性能と臨床経験
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　島津製頭部専用リング型SPECT装置HEADTOME
SET－050を使用しその空間分解能，均一性をファントム

を用いて評価し，多発性脳梗塞の一例を供覧した．空間分

解能はラインファントムを用いて半値幅を計測した．こ

の実測値は，30分の収集時間で視野中心9．1mm（島津

公称値10．Omm）であった．均一性についてはプールフ

ァントムを用いて変動係数を求めた．この平均値は3．4％

（同3．5％）となり，いずれも良好な値であった．5分間

の収集時間でもこれに近いデータを得，長時間の検査に

耐えられない症例でも十分に有用性を期待できるもので

あった．以上から，本装置は空間分解能，均一性に優れ，

短時間撮影の可能な新しい頭部専用SPECT装置と考え

た．

15．頭部用SPECT（SET・050）の基礎的検討
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　平成元年3月頭部用SPECT装置（SET－050島津製）

を導入し，均一性，分解能，濃度直線性について検討を

行った．検討結果，均一性では，再構成フィルター（バ

ターワースフィルター）のcut　off周波数を低周波にす

るに従い良くなり，cut　off周波数14．2　mmで15・9％

（UFOV），20　mmで11．3％，それ以上では変化は認めら

れなかった．同様に，ピクセル当たりのカウント数も上

昇し，16．6mmから20　mmの間で急激な上昇を示した．

また，分解能では逆に悪くなり，12．5mmで8mmφ

（cold　spot）が分離できたものが，20　mmでは，13　mmφ

以上しか分離できなかった．濃度直線性では，1．4KBq～

222KBqの間で相関係数r＝0．99と非常に良い相関を示

した．以上の結果よリ，臨床的には，分解能は多少悪く

なるが，コントラスト，均一性を考慮するとバターワー

スフィルターのcut　off周波数20　mm，　order　8が有用と

考えられた．また，装置，コリメータ等で周波数特性が

異なることが考えられ，cut　off周波数については特に

注意が必要と考える．

16．SPECT使用によるSn　co！lo三dの臓器集積率と臨床

　　検査値との比較検討
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　一般肝機能検査ならびに各種画像診断あるいは腹腔鏡

下肝生検にて診断の確定した慢性肝炎26例，肝硬変21

例を対象としてSn　colloidによるSPECTを施行し，肝

容積，臓器あたり，単位容積あたりの臓器集積率を定量

し，各種検査値との比較検討を行った．

　その結果，臓器あたりの肝集積率は島田の腹腔鏡番地

分類と一致する傾向がみられた．

　また，臓器あたりの肝集積率は，KICG，　hepaplastin
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